
国

で

も

京

都

で

も

、

自

民

・

公

明

な

ど

が

、

高

齢

者

の

医

療

費

窓

口

負

担

を

値
上
げ
へ
。

ス

ガ

政

権

が

、

歳

以

75

上

の

高

齢

者

の

医

療

費

窓

口

負

担

を

値

上

げ

す

る

と

の

方

針

を

決

め

ま

し

た

。

今

は

、

一

部

の

人

が

３

割

負

担

の

他

、

大

半

は

１

割

負

担

で

す

が

、

こ

の

１

割

の

人

た

ち

の

何

％

か

を

２

割

に

値

上

げ

し

よ

う

と

す

る

も

の

で

す

（

再

来

年

か

ら

。

収

入

に

よ

り

１

割

の

ま

ま

の
人
も
）
。

全

員

で

は

な

い

に

し

て

も

、

該

当

す

る

人

た

ち

に

と

っ

て

は

２

倍

化

と

な

り

、

一

層

の

受

診

抑

制

と

重

症

化

が

危

惧

さ

れ

ま

す

。

国

が

負

担

割

合

を

減

ら

し

て

き

て

い

る

こ
と
が
最
大
の
問
題
で
す
。

月

日

、

市

議

会

本

12

10

会

議

で

、

こ

れ

に

反

対

す

る
意
見
書
を
挙
げ
よ
う
と
、

共

産

党

か

ら

提

案

し

ま

し

た

が

、

自

民

・

公

明

・

維

新

な

ど

が

反

対

し

否

決

し

ま
し
た
。

※

※

意

見

書

と

は

、

各

地

方

自

治

体

の

議

会

が

、

国

な

ど

に

対

し

、
「

○

○

に

つ

い

て

△

△

さ

れ

た

い

」

と

意
思
表
示
（
議
会
で
可
決
）

し

て

送

り

つ

け

る

こ

と

で

す

。

国

な

ど

の

権

限

に

属

一

方

、

同

日

、

地

球

温

暖
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、

議

会

全

会

派

一

致

で

「

脱

炭

素

社

会

の

実

現

を

目

指

す

」

決

議

＝

気

候

非

常

事

態

宣

言

＝

が

決

議

さ

れ

ま

し
た
。

ま

た

年

に

温

室

効

20

50

果

ガ

ス

排

出

量

実

質

ゼ

ロ

を

め

ざ

す

「

温

暖

化

対

策

条

例

」

改

正

案

も

全

会

一

致

で

決

さ

れ

ま

し

た

。

市

す

る

こ

と

で

あ

れ

ば

、

ど

ん

な

こ

と

で

も

で

す

。

OK

市

民

の

皆

さ

ん

か

ら

も

、

「

国

に

、

こ

う

い

う

意

見

書

を

挙

げ

て

」

と

、

市

議

会

に

請

願

や

陳

情

を

出

す

こ
と
が
で
き
ま
す
。

に

お

い

て

、

年

に

至

る

50

各

年

次

目

標

の

設

定

と

そ

の

進

捗

点

検

な

ど

、

具

体

的

な

取

り

組

み

が

求

め

ら

れ
ま
す
。

感
染
拡
大
防
止
、
暮
ら

し
と
営
業
守
れ
と
追
及

＝
補
正
予
算

井

上

議

員

は

、

感

染

拡

大

防

止

に

向

け

検

査

の

拡

大

を

、

く

ら

し

と

営

業

へ

の

支

援

を

と

、

議

会

で

引

き

続

き

求

め

て

い

ま

す

。

こんにちは、

日本共産党井上けんじです
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１２月２７日・１月３日

合併号は、この井上けんじ

ニュースはお休みさせて頂

きます。１月１０日号から

発行させて頂きます。

引き続きご愛顧よろしく

お願い申し上げます。

京建労など「生活関連公共事業拡大連

絡会」の皆さんたちと一緒に、京都市

発注の公共工事の現場調査に取り組み

ました（市役所工事現場にて、12/15）。

京商連（民主商工会）の皆さんの対市

意見交換会（要望提出）に立ち会いま

した（市役所内にて、 12/15）。

沈黙は金なり＝「サイレントデモ」と

称し、声を遠慮してプラカードや横断

幕だけで、モリカケサクラ疑惑解明や

コロナ対策充実、市民税減免廃止撤回

などを訴えました。吉祥院病院前から

近鉄東寺駅まで歩きました（ 12/13）。

自
民
・
公
明
な
ど
が
、
高
齢
者
の
医
療
費
窓
口
負
担
を
値
上
げ
へ

ス
ガ
政
権
も
、
京
都
市
議
会
で
も

年

２
実
質
ゼ
ロ
め
ざ
し
条
例
を
改
正

20
50

CO気
候
非
常
事
態
宣
言
も
可
決

電

線

に

か

か

っ

て

い

た

枝

が

ス

ッ

キ

リ
。(

唐
橋
学
区)

この一年、このニュー

スをお読み頂き、本当

に有 り難うございまし

た 。 コ ロ ナ に 負 け な い

よ うご自愛下さい 。 ど

うぞいいお年をお迎え

下さいますように。


